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四日市北警察署協議会議事録 

令和５年度第３回四日市北警察署協議会

日　　時 令和５年12月４日（月）午後３時～午後５時 
場　　所 四日市北警察署４階訓授室

 １　警察署協議会　８名 
 　　石垣康夫委員、稲垣みなみ委員、勝村孝司委員 
 　　喜多嶋敏彦委員、坂本照美委員、柴田剛志委員 
出 席 者 　　鈴木久敏委員、濵浦泉委員 
　　 ２　警察署　11名 

　　署長、副署長、会計課長、警務課長、留置管理課長、 
　　生活安全課長、地域課長、刑事第一課長、刑事第二課長、 
　　交通課長、警備課長

傍聴者数 なし　

公開・非公開の別 公開　

議 事 概 要

１  警察署長挨拶 
２　管内概況説明（警察署長） 
　　(１)　　拾得・遺失届取扱い状況 
　(２)　警察安全相談受理状況 
　(３)　人身安全関連事案対応状況 
　(４)　少年補導実施状況 
　(５)　110番通報受理状況 
　(６)　刑法犯認知・検挙状況 
　(７)　特殊詐欺被害発生状況 
　(８)　交通事故発生状況 
　(９)　災害発生状況 
３　協議内容 
　　(１)  架空料金請求詐欺について 
　　〈委員〉　架空料金請求詐欺では、コンビニエンスストアでギフトカ
　　　　　　ードを購入させて騙し取る手口が増えていると聞いた。 
　　　　　　　販売されているギフトカードは様々であるが、被害に遭っ
　　　　　　た方の被害額はどの程度か。 
　　【署長】　被害者は10万円、20万円単位でギフトカードを購入した後、
　　　　　　そのカード番号を伝えるよう指示を受け、利用権限を騙し取
　　　　　　られている。 
  　  　　　　最近では、購入した200万円分のギフトカードの番号を伝え、
　　　　　　さらに、現金で800万円を騙し取られるケースもあった。 
    〈委員〉　ギフトカードとはどのようなものなのか。 
　　【生活安全課長】　ギフトカードは、額面3,000円から10万円までのも
　　　　　　のがあり、カードの裏には16桁程度の数字が記載されている。
　　　　　　　インターネット上でそのカード番号を入力することによっ
　　　　　　て、電子マネーとして商品の購入に使用できるものである。 
　　〈委員〉　被害に遭う方は、インターネットをよく利用している人に
　　　　　　限られるのではないのか。 
    【副署長】　インターネットに不慣れな人の場合、犯人は、携帯電話
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　　　　　　で細かく指示をして、カード番号を入力させている。 
    〈委員〉　世代によって被害に遭うギフトカードの種類は異なるのか。 
    【署長】　世代は関係ないように思われる。 
    〈委員〉　現金よりギフトカードによる被害の方が多いのか。 
    【署長】  ギフトカードによる被害が多いが、最近では、ギフトカー
　　　　　　ドに加え、現金を要求するケースも増えている。 
  (２)　四日市北警察署のセキュリティ対策について 
  　〈委員〉　四日市北警察署の施設は、セキュリティ上問題はないのか。 
　　【署長】  他の警察署における放火事案などを受け、この12月から庁
　　　　　　舎のセキュリティを確保するため、カラーコーンを使用して、 
　　　　　　来庁者の経路を制限している。 
　　　　　　　１階に受付窓口を設けて、受付後、担当者が担当課へ案内
　　　　　　している。 
４　警察装備の紹介

備　　考

        


